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 「カードを分類したり、並べ替えたりといった作業を通じ
て、自分の職業に対する適性や興味を知り、自分が関
心のある職業やこれまで知らなかった職業について知
ることができる。」

①カードの枚数が適切である。

②カードは絵や写真などによる職業情報である。

③様々な目的に使用できる。多様なキャリアニーズに対
応できる。

④キャリアガイダンス研究の蓄積を十分に活用する。

下村他(2005)よ
り 2



ケース カード

説明書
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表面 裏面
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絵：職業ハンドブックＯＨＢＹから、
その職業の内容を特によく表す
絵を配置

写真：ＯＨＢＹから、その職業の内
容を特によく表す写真を配置
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職業分野マーク：ＯＨＢＹの「職業パ
ノラマ」に使用されているマークを
記載

職業名：職業の名称を記載

カード番号：職業名の「あいうえお」
順に通し番号を記載

（整理などのために便宜的に振った
番号で、順序に意味はない）

職業情報：７０～８０字で職務内容を
簡潔に記述
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詳細分類：

産業⇒産業分野を記述

（日本標準産業分類に準拠）

興味⇒「ホランドコード」を記載

対象⇒「ＤＰＴ分類」を記載

何を対象とする職業かを示す。

Ｄ：ＤＡＴＡ（文字や数字）

Ｐ：ＰＥＯＰＬＥ（人）

Ｔ：ＴＨＩＮＧ（モノ）

◎：高 ○：中 △：低
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職業ハンドブックＯＨＢＹの中から４８職業を抜き出して作成

①ＶＰＩの興味領域「ＲＩＡＳＥＣ」の６領域に準拠

職業興味を刺激するようバランスよく選定→職業興味を網羅

②ＯＨＢＹ職業パノラマ、日本標準産業分類と比較

→特定の産業や職種に偏らないように選定

③ＤＰＴのバランスに考慮

→高・中・低に、極端な偏りがないように考慮

職業興味を優先して選定！
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④多くの人に理解可能な職業であるか

→中高生がイメージできる職業を選択

「職業認知調査（中高生対象）」 （2000年実施）

ＪＩＬ資料シリーズNo.112 ｢中学生・高校生の職業認知」に所収

⑤絵・写真の絵柄や雰囲気

●見た目のわかりやすさ

ＯＨＢＹに掲載された絵や写真の中から見た目のわかりやすさを
考慮して選択

●描かれているのが男性か、女性か→男女に偏らないように考慮

総合的に判断をして選択！
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①カードの取り扱いが容易である。

②絵や写真などを用いたものである。

③多様な目的、対象者で使用できる。

④職業理解と自己理解を同時に深められる。

キャリアコンサルタントや教員が独自に工夫

多くのニーズに対応

解釈は容易ではない



海外で行われてきた「一般的な使い方」

⇒従来のカードソート技法をもとにした 「標準手続き」を設
定

３ステップ：｢分類」、「選択しない」、「選択する」

「標準手続き」 ⇒ 独自に工夫が可能

①「自己使用型」個人でカードを使用

②「個別カウンセリング型」キャリアカウンセリング場面での活用

③「グループワーク型」グループディスカッションをしながらの
活用

集団的に活用、授業内で活用他、工夫次第
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課題やワークシートとの併用により、

効果的なキャリアガイダンスを実施可能

①職業カードセッション分析シート

②職業興味シート：「ＲＩＡＳＥＣ」解説

③職業分野シート：「職業分野マーク」解説

④クライエント用シート

⑤カウンセラー用シート

⑥職業カード分析シート（個人用簡易シート）

「ＯＨＢＹカード活用の手引き」（2008）に掲載

12



13

質的アセスメント

検査やテストを使って数字で「量的」に診断を下すのでは
なく、クライエント自身の考え方を「質的」に引き出そうと
する。

 クライエント自身が自分なりの枠組みで解釈し、表出し、
自分で考えを深められるような形で考えられているワー
ク・ツール・手法。 渡部（2015）より

実践例 対象：女子大学生 ３年生 8名 (2003年実施)
・ゲーム感覚でできて、おもしろかった

・絵や写真など視覚的な情報が多く、わかりやすかった

・実際に作業をしたので、テストよりも結果に納得できた
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①クライエントが自らの言葉で自分のキャリアに関する考え方

を組み立てるための技法

②カードを使用することによって、クライエントとキャリアの対話

が促進される

社会構成主義キャリアカウンセリング

 「クライエントの過去・現在の価値観やライフ・ストーリーを紡
ぎだすための手法。」

量的に標準化されていない。

「自分の言葉で自らのキャリアを組み立てられるように働きかけ
るツール」

労働政策研究・研究機構(2012)、(2016)より
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「職業ハンドブックＯＨＢＹ（オービィ）」は、現代の主要な職業に
ついて、中高生向けにわかりやすく解説した、進路学習・ガイダ
ンスのためのツール。

（ＯＨＢＹ：Occupation Handbook for Youth）

日本労働研究機構（当時） 2002年 開発
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